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重点改革項目Ⅰ　「安心政令市にいがた」の実現に向けた機能強化

大項目 政策課題の高度化への対応 3

中項目 戦略的都市経営のための対応

担当課 行政経営課

具体的な改革項目 本庁の専門性と政策立案機能の強化

現状と課題
（これまでの取組）

本市にふさわしい大都市制度の実現や超高齢社会に備えた福祉施策の立案などの行政課題に対応するため、専門性
を持つ組織を必要に応じて本庁に設置してきた。本庁組織がその専門知識などを生かしながら区役所を支援するととも
に、先見的かつ戦略的な視点から本市に相応しい政策を立案するよう、政策調整機能強化の仕組みを構築する必要
がある。

取組の内容
・本庁組織の専門性及び政策調整機能を強化する仕組みの検討・構築
・重要課題への組織的な対応

取組工程
（具体的な内容）

現状
平成25年度 平成26年度 最終目標／

27年度以降

・引き続き、本庁の
政策調整機能強
化に向けた仕組み
を平成27年度まで
試行するとともに、
試行結果により仕
組みを見直す
・重要課題への組
織的な対応を適宜
検討・実施する

計画 実績 計画 実績

・本庁組織の機能
強化を目的とした
組織改正を実施

・本庁の政策調整
機能強化に向けた
仕組みの検討
・重要課題への組
織的な対応の検
討・実施

・政策調整機能の
強化に向け、政策
改革本部設置準
備を進めた。
・財産活用担当部
長や潟環境研究
所など専門性を備
えた新たな組織の
設置に向け準備を
進めた。

・本庁の政策調整
機能強化に向けた
仕組みの試行
・重要課題への組
織的な対応の検
討・実施

・政策改革本部を
設置し、 政策調整
機能の強化を図
り、専門的な課題
への検討を始め
た。
・庁内横断的な推
進体制の整備・活
用（H26:番号制度
推進本部）

改
革
実
施
概
要

改革の目的、
考えられる効果

・多様化・複雑化する行政課題に対し、本庁が専門性を生かしながら改善・解決に向けた取組を行うことに
より、的確かつ効果的な区役所支援を行うことができる。
・既存の政策・施策などで解決できない行政課題については、本市に相応しい政策を本庁が立案し、実施す
ることにより、改善・解決に向かうことができる。

予定通り
進捗

予定通り
進捗

予定通り
進捗

予定通り
進捗

A A

A

進
捗
管
理

（各年度10月、年度終了後に実施） 平成25年度 平成26年度

取組の状況

上半期
（4～9月）

・本庁の政策調整機能強
化に向けた仕組みを検討
・重要課題への組織的な
対応を検討

・政策改革本部を設置
し、 政策調整機能の強化
を図り、専門的な課題へ
の検討を実施
・庁内横断的な推進本部
の活用

下半期
（10～3月）

・本庁の政策調整機能強
化に向けた仕組みを検討
・重要課題への組織的な
対応を検討

・政策改革本部において、
専門的な課題への検討を実
施
・庁内横断的な推進本部の
整備・活用

年
度
評
価

（年度終了後に実施） 平成25年度 平成26年度

取組工程、指標に対する評価

政策改革本部や専門機関
の新設などに向けた準備
を進めることで、政策調
整機能や組織の専門性強
化を図った。

政策改革本部において、専
門的な課題に対する調査検
討を進めた。推進本部を活
用し組織横断的な取組を進
めた。

課題、今後の方針、改善事項など
さらなる専門性及び政策調整機能
強化を進める。

さらなる専門性及び政策調整機能強化
を進める。

計
画
期
間
の
評
価

（平成26年度上半期終了後に実施、下半期終了後に最終確定） 総合評価 平成27年度以降

取組工程、指標に対する評価
政策改革本部を設置し、政策調整機能を強化するとともに、財産活
用担当部長や潟環境研究所などの新設により本庁組織の専門性強化
を図った。

試行結果を踏まえ
新たな本庁の政策
調整機能強化につ
いて検討を進め
る。課題、今後の方針、改善事項など さらなる専門性及び政策調整機能強化を進める。


